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 クジラ類は、体長 34m、体重 190ｔに達する世界最大の動物であるシロナガスクジラを
はじめ、世界に約 77 種が現存する、陸から海へもどった哺乳類である。このうち、白浜町
沿岸では 2004 年までに８種が記録されている。番所崎の磯浜で、クジラとイルカが近年に


























































  話は変わるが、1998 年に日本海に浮かぶ山口県角島に新種のツノシマクジラ（ヒゲク
ジラ類）が漂着し、以前のデータとあわせて世界的に権威のある英国の『ネイチャー』誌
に、３人の日本人研究者が、
昨年末に公表した。「白浜で
も将来、『シラハマイルカ』
という新種が漂着するかもし
れません」と岸田さんは期待
している。番所崎のハンドウ
イルカのほぼ一体分の骨は、
現在は京都大学総合博物館
で保管されている（約 60 個
の骨は観察会に参加した小学
生たちの宝物となっている）。 
京都大学フィールド科学
教育研究センターの発足に伴
う特別企画展示展が 2004 年
の春から夏にかけて京都大学
総合博物館で開催された。当
センターそれぞれの分野の研
究を簡潔に紹介するパネル解
説が並ぶ中、このハンドウイ
ルカの骨もその一つとして展
示され大勢の方々の目に止ま
った。 
図． 白浜町の番所崎の浜に
埋もれていた１頭のハンドウ
イルカの骨格（当時の筆者と
大きさを比べて下さい） 
